


○ 防災面では、施設も大事であるが、意識が大事である。「楽しもう会」で交流する

ことで日常の挨拶、会話につながり、地域防災の「自助、共助、公助」の意識が高

まったのは、良かった。 

○ 明日、「楽しもう会」の体操があると思うと食欲が出るなど気持ちに張りが出てき

た。 

○ 腰の手術をして 1 年後の医師の検診でびっくりされるほど回復していた。これも

「楽しもう会」での体操や毎日の散歩の成果だ。 

○ 20 代は、愛知県でサラリーマンをしていたが、現在は故郷に帰って漁師をしてい

る。いざとなったときの島勝の団結力はすごいと思う。 

○ 今も残る「大敷魚見小屋」からは、太平洋が一望できる。天気がいいと志摩半島ま

で見える見晴らしの良いこの場所に東屋や、子どもやお年寄りなど家族で安全に利

用できる遊歩道を整備して欲しい。夏のシーズンには賑わう和具の浜海水浴場と併

せて観光面で地域の活性化につながる。ソフト面では、地元が頑張るのでハード面

での整備をお願いしたい。 

○ 島勝は、漁業の町であり、朝早くから漁に出ても漁師の収入になるのは2割から 3

割しかない。第一次生産者にもっと配分されるようにして欲しい。 

○ 高齢者が散歩する小中学校の跡地などに高齢者向けの足腰を鍛える簡易な器具を

設置して欲しい。 

○ 「楽しもう会」は、いわば寺子屋。情報収集はテレビで出来るが、正確に理解でき

ない状況もあり、寺子屋を充実させるため、県民センター単位で講師を派遣しても

らえる制度を作り、講師を派遣して欲しい。 

○ 若い子ども達のスポーツの能力を地元で伸ばせるよう東紀州の高校にスポーツの

優秀な指導者を配置して欲しい。 

○ 海の磯焼けが進んでおり、ガンガゼの駆除やゴミの清掃の費用を支援して欲しい。 

○ 三重県南部の魚を売り込んで欲しい、特に島勝のブリなどを PR して欲しい。

 



【知事の発言】 

皆さんからのご意見を受け、知事からは次のような発言がありました。 

 

○漁業の対応やスポーツ指導の教員人事など時間がかかる問題の一方で、ブリの PR

など明日からでも出来ることもある。一つでも実現できるよう頑張りたい。 

○すごいやんかトークでは、いつもは知事から元気をもらったと参加者の方から言わ

れることが多いが、今日は皆さんから元気をもらった。 

        

 

    会場いっぱい詰め掛けていただいた「楽しもう会」の会員ほか傍聴のみなさん 

 

【楽しもう会とは】 

平成２３年６月に設立された「楽しもう会」は、高齢化が進む紀北町海山区島勝

浦でお年寄りに笑顔で元気に過ごしてもらおうと活動されています。 

月２回の活動日には、参加者全員でラジオ体操と町独自の健康体操「きほく活活

（かつかつ）体操」、ストレッチ運動を行っています。 

  現在、会員数は４６名で、毎回の活動には、３０名以上が集まるなど地元のお年

寄りの貴重な交流の場にもなっています。 

 


